
全体的にコントラストがかなりしっかりしているので、くっきりはっきりと見えます。はじめて見たときからかなり見やすくて、綺麗な
画像表示だなという印象を受けました。

パッと見た時に、一見何もないようには見えるんですけど、実際はかなり細かい骨折の疑いというのがあって、以前のモニターだとコン
トラストがあまりはっきりしなかったので、ぼやっとしていて気づきにくいところがありました。コントラストがついてることによって
黒い部分がより黒く見えるため異常所見としてこの後のCT検査につなげて骨折を指摘できます。

一番実感したのは、検診などでよく行われるバリウムを飲んで行う検査です。そこでの異常所見で明らかに以前まで使っていたモニターとの差がはっきりわかりました。
以前のモニターは全体的に白い感じで、白黒の濃淡があまり付いてない状態だったんですけども、MediCrysta で見た時に、白黒のコントラストがはっきりつくようにな
りました。だから、今までは濃淡を付けるために白黒反転をして画像の確認を行っていたのですが、白黒反転しなくても一目瞭然で異常所見がわかるっていうぐらい綺麗
に見えた症例ではありました。

患者様の検査を行ってる中で、前の患者様の画像を確認したりというのも業務の中で常にありますので、実際のところじっ
くり時間をかけて見るということが今まではできていませんでした。
そこでやっぱり一目見て第一印象で疑いをかけられるということで、かなり画像を見る時間の短縮にはつながっているか
なというふうに思います。

はい

診察の時の画像参照用モニターという形でこのモニターを使えれば、かなり見やすくなるのではないかなと思います。

MRI、CT検査の操作コンソールの後ろにあたる場所に置いて、検査しながら、リアルタイムで過去の画像や、撮った画像の確認をして
います。
主な用途は、撮った画像で異常所見があるかどうかを実際に放射線技師が確認するところです。何かあれば医師の方に提案や相談して撮
影する検査内容を追加する場合があるので、そのために、まず放射線技師が最初に確認しています。

当院の場合は救急科も掲げてますので、救急外来という形で外から救急車などで来られた患者様には、すぐに検査して
救急外来の部屋で画像を説明しながら診察を行います。
なので、その救急外来の部屋にMediCrysta のような質の高いモニターっていうのがあれば、救急の先生も患者様説明
の際などにもかなり役立つんじゃないかなというふうに考えています。

白黒のコントラストがハッキリしており、黒い部分がより黒く見える

MediCrysta で業務効率アップ、救急外来でも導入したい


